






(前略)そんなふうにして少年文庫ができたんですが、もともと、岩波書店の意向

は書店の読者を、タテに大人から子どもまで通そうということだつたんです。岩波の

本は難しいものが多く、全国にインテリ層の固定読者がいるわけですね。下から一本

岩波の線を貫かないと本当の読者の獲得にはならないし、損でもあるわけです。 (中

略)絵本は、岩波の読者を子どもから大人までという発想から出て来たのです。

ここで分かるのは、前項で述べた岩波書店内での企画の立ち上がりの別の側面である。

出版社の競争が激化しており、大人読者に成長するまえにいかに読者を獲得するかとい

うことから、この企画が立ち上がっていることを裏付けている。

海外絵本が日本の子どもたちに受け入れられるかということに関しては、「戦争前から

外国の絵本は見ていましたし、アメリカの図書館員や出版人にも知り合いがありました。

それに、 (中略)光吉さんとおつきあいがあつたのですが、あの方は実にたくさん本を持
っていらっしゃるんです。それを見せていただいて、日本の子どもたちにも十分受け入

れられると思いました。 (中略)絵の質、お話との結びつき、絵とお話がひとつになつて
ス トーリーを進めていくんですね。こういうのが絵本の正統ではないか思つていたんで

す。」と述べ、絵本の絵と言葉の関係性が物語を展開していくことを指摘している。

「外国のものは、図書館が完備 していて、エディターも作家も画家も絵本がわかつて

いるんです。子どもの日と時の試練に耐えたものが残つているんですから、私たちも選

択するのに安心でした。「子どもの本」は発刊後、二十年もたつたものですから版が磨滅

してしまい、新しくするからと時々手なおしをするのですが、本当によくまとめてある

なとびつくりしますよ。テキス トの一行にしても、原文通 り入らない場合がよくあった

のですが、よくねって、まわし読みをして、ダメ押しをして……。あの頃のスタッフの

力が凝縮されている感 じです。光吉さんをはじめ、いぬいさん、中村さん、堀場さん、

鳥越さん、平田さんと全員
34が
、二十四冊に全力を注ぎこんだのです。」と、選書と翻訳

について語る。

海外絵本を翻訳の際に開きや組みを変更したことについては、「日本の子どもに与える

のだからというので、縦書き、右開きにするのはごく自然にきまってしまったように思

います。ただ判型を一定にしましたので、大判の縦長や横長のものは切らなければなら

ない場合があるんですね。ひどくやる場合には画家に了承を得たと思います。ス トーリ

ーの進む方に絵が向いていなくてはならないというのは当然のことで、右手に持つべき

ものが左手になるような場合は具合が悪いですが、他は逆判 (ママ)に したものも、た
くさんあります。」と、やはり光吉の述懐どおり企画会議では当然のように右開き縦組に

することが決まったと述べている。

続いて、いぬいとみこ (乾富子)は岩波書店で (岩波少年文庫)の編集をしていたが、

絵本シリーズの編集に加わった。のちにいぬいは、戦後の日本児童文学を代表する作品

を生み出す作家として活躍した。いぬいは、以下の 2文献で (岩波の子どもの本)編集
について詳細に語つている。

・いぬいとみこ「特集 岩波の子どもの本」35
0いぬいとみこ「海外の絵本に魅せられて」

36
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そのなかで、いぬいは「翻訳とは、「言葉をヨコからタテに移すことでなく、原著者の

イメージを、日本語のイメージとして表現すること」と理解していたつもりであつた。

しかし幼い子どもが耳から聞いてわかる文章を、リズミカルな輝きを失わずに作るとい

う作業が、まず困難だった。 (中略)初めて出会 う海外の絵本の面白さに、驚喜している

段階はよかったが、いざ出版となれば、絵と文のつくつているハーモニーの見事さを、

むざむざ殺してしまいかねない (翻訳)の恐ろしさをまざまざと知つた。外国の幼い人
の絵本には、韻をふんだ詩の形の多いことも改めて悟つた。昼間は「岩波少年文庫」の

仕事で全員が一堂に揃えない。そこで 「子どもの本」の原稿づくりやレイアウトは、石

井さん、光吉さんを囲み、午後四時すぎから始まった。絵本の特質上、編集者も製作者

も訳文のよみあわせから一緒だった。この作業を通 して、翻訳上の原書どおりと原書

ばなれのそれぞれの限界を実地に学べたことが忘れられない。改めて翻訳とは、日本語

の表現力の問題と思い知らされた。また外国の幼い人の文学や絵本には、干渉性の濃い

心理描写や自己憐憫の言葉がなく、主人公の思いや喜びが、甘えのない絵で、きびしく、

また優しく表現されていることも、明確に学んだ。編集者にとっても、訳者の先生方に

とつても暗中模索の (絵本学事始め)の作業が、連夜つづいていた。」と、 (絵本学事始
め)と いえるほどの衝撃的な経験を語つている。

さらに「大人も面白く、さらに子どもがもつと喜ぶ絵本の出現に、私たち自身も驚か

された。教訓やしつけや教育性の影を全くもたない物語絵本と出会つた子どもたちが、

全く自由に心を解放され 〈もうひとつの世界)で遊ぶ姿を、知り得たことは幸いだつた。」

と、従来の絵本の教訓性から脱し、子どものありのままの姿がのびのびと描かれた作品

が子どもたちに、そして大人たちにも受け入れられたことを述べている。いぬいは (岩

波の子どもの本)の存在を「戦後翻訳絵本の (文明開化〉」37と も称している。
最後に鳥越信の証言を検討するが、鳥越はのちに児童文学史家となったことから、〈岩

波の子どもの本)の歴史的評価にかかわる言及もおこなつている。鳥越は以下の文献で、

岩波の編集時代の思い出とその絵本シリーズの評価を述べている。編集者の誰よりも早

く、1968年には 〈岩波の子どもの本)の思い出を語り、絵本史における評価を行つてい

る。鳥越による (岩波の子どもの本)の評価の論は後述するとして、ここでは編集にか
かわつた鳥越の体験談について検討する。

・鳥越信 「絵本随想」
38

0鳥越信 「序―絵本を考える」
39

0鳥越信 「日本の絵本 100年の流れ」
40

・鳥越信 「序章 近代日本絵本史の起点」但
。鳥越信 「序章 十五年戦争下の絵本」42

・鳥越信「序章 仙花紙絵本の時代―一九五四～五〇年」43

鳥越は 1968年に発表した「絵本随想」のなかで、幼少期を 〈講談社の絵本)で過ごし
てきたことから「絵本とはこういうものだという、一種の絵本観を植えつけられ」てい

たと語る。しかし、大学を卒業すると同時に岩波書店の嘱託となり、〈岩波の子どもの本〉
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編集に、「参加してみてシヨックだつたのは、それまで見たこともなかつた海外のさまざ

まな絵本にはじめてお目にかかつたことだつた。 (中略)そ こに開かれた世界はあまりに

も強烈だつた」と述べ、そのショックと強烈さの根拠として、ふたつの発見を指摘して

いる。ひとつめは、外国絵本の絵の持つ魅力を発見したことである。「私は、絵本という

ものは、いつも絵がべったりと紙一面に印刷されたもの、と思い込み、白い部分の残っ

ている絵本がこの世に存在するなどとは夢にも思っていなかったのに、次々と見せられ

る外国の絵本がすべて白を生かした画面構成であることに気がついたのだつた。それに

気がついたとき、私は改めて自分の中にあつた 「べったり絵本観」を意識し、その絵本

観が根底からゆり動かされたことを意識したのだった。 (中略)模写的リアリズムの一辺
倒だつた日本の画風に対して、デフォルメの重要性もわかつてきたし、絵本といえば色

のつくのが当り前と考えていたことに対して、マンロー・リーフの「はなのすきなうし」

は自黒だけでもりつばな絵本ができることをわからせてくれた。」と述べる。ふたつめは、

絵本の物語の持つ魅力の発見である。「とりわけ大きな教訂1は、とくに物語絵本の場合に

は、やはり物語のもつ魅力があつて、はじめて絵も生きるということだつた。全体的な

印象として、外国絵本には日本のものにはないユーモアが感 じられたが、それは物語の

おもしろさと無縁ではなかった。そんなことから、それまでの日本の幼年童話伝統、と

くに情緒性のみを重くみて、物語性やおもしろさをかえりみなかつた伝統に対する批判

的な目も育てられた。」と述べている。

鳥越は 1993年の『絵本の歴史をつくつた 20人』の序章においても、岩波の子どもの

本での体験を語る。 (岩波の子どもの本)と の出会いは、「従来の絵本観を根底からくつ

がえすほどの画期的な事件」
44で
ぁったという。外国絵本の原書の構図、色彩、構成、本

作りの大胆さに驚くと同時に、とくに絵のなかの「自の発見」が「その時私は、日のく

らむような衝撃を受けた。それは生涯に三度と起こらないだろうと思えるほどのカルチ

ャーショックだった。」と新鮮さを述べている。このときの「カルチャー・ショック」に

よって、鳥越が「それまで私が無意識のうちに持ちつづけていた絵本観を、根底からゆ

さぶるきつかけとなり、新しい私なりの絵本観を作 りあげていく第一歩となったことは、

まことにありがたい経験だつたといわねばならない。」と述懐している
45。

⑥ 〈岩波の子どもの本)の評価
さまざまな論者による (岩波の子どもの本)に関する客観的な評価から、この絵本シ

リーズの出版を絵本史という視座から総括する。表 7は 〈岩波の子どもの本〉出版を論
じた文献を年代順に並べたリス トである。

表 7 (岩波の子どもの本)の評価に関する文献リス ト (年代順)

〈岩波の子どもの本)の評価に関する文献リス ト (年代順) (筆 者作成)

1 1954
鴻巣良雄「岩波書店編集部『岩波の子どもの本』『 日本文学』第 3巻第 6号

日本文学協会 (pp.78-79)

９

“ 1967 鳥越信『3歳から6歳までの絵本と童話』誠文堂新光社
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3 1968.6 大藤幹夫「戦後の絵本の流れの中で」『日本児童文学』日本児童文学者協会

4 1968。 11 鳥越信「絵本随想」『学燈』丸善 (pp.35-38)

5 1971
瀬田貞二「英米児童文学を日本はどうとりいれたか 4.昭和前期」『英米
児童文学史』瀬田貞二 0猪熊葉子・神宮輝夫 研究社出版 (pp.50-51)

6 1971

太田大人・佐藤英和・武市八十雄・松居直・古田足日「戦後の絵本の発展

(座談会」

いぬいとみこ「紙上参加・絵本あれこれ」

『月刊絵本』日本児童文学臨時増刊号第 17巻 13号 (183)日 本児童文学者

協会編 盛光社

7 1973 松居直 『絵本とは何か』 日本エディタースクール出版部

8 1974
神宮輝夫 「第二次世界大戦後の作品 Ⅱ「絵本」猪熊葉子他編 『講座日
本児童文学 五』明治書院 (pp.158-160)

9 1975
岡田純也「児童文化財」第 2節 「絵本」滑川道夫他編『児童文化』東京書籍

株式会社 (pp.48-49)

10 1976
本田和子「絵本」日本児童文学学会編『 日本児童文学概論』東京書籍株式

会社(pp.126127)

1978

Teiji Seta、   Momoko lshii  Where the 01d Meets

Pictiure Book   11lustrations of Children's

Kingman、   Grace Allen Hogarth、   Harriet Quimby

(pp.44-57)

the New, The」apanese

Books 1967-1976 Lee

The Horn Book、   Inc。

12 1987
永田桂子「五、[現代]玩具論、絵本論が反映 (二 )絵本論が氾濫」『絵本
観・玩具観の変遷』 高文堂出版社 (pp.180-210)

13 1993
鳥越信「序一一絵本を考える」鳥越信編『絵本の歴史を作つた 20人』創元

社 (pp.6-18)

14 1993
西田良子「絵本」大阪国際児童文学館編『 日本児童文学大事典 第二巻』
大日本図書 (pp.327-329)

15 1993
奥山恵「岩波の子どもの本」大阪国際児童文学館編『日本児童文学大事典

第二巻』大日本図書 (pp.123-124)

16 1997

三宅興子「第 1章 日本の子ども絵本略史一 「こどものとも」成立の背景 :

第 2節 「こどものとも」発刊まで」三宅興子編著『 日本における子ども絵

本成立史一「こどものとも」がはたした役割』ミネルヴァ書房 (pp.19-26)

17 1997

三宅興子「第 5章 「こどものとも」にみる外国絵本の影響 :第 1節 外国
絵本の受容」』三宅興子編著『 日本における子ども絵本成立史 ―「こども
のとも」がはたした役割』ミネルヴァ書房 (pp.224-235)

18 2000

特設コーナー「絵本」がやつてきた『子どもの本・翻訳の歩み展展示会目

録』社団法人日本国際児童図書評議会「子どもの本・翻訳の歩み展」実行

委員会 国立国会図書館 (pp.59-60)
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19 2000
鳥越信 「日本の絵本 100年の流れ」伊藤元雄編『 日本の絵本 100年展』ブ

ック・グローブ社  (pp.6-8)

20 2002
鳥越信 「序章 仙花紙絵本の時代―一九五四～五〇年」鳥越信編『はじめ
て学ぶ 日本の絵本史Ⅲ』 ミネルヴァ書房 (pp.1-13)

９

″ 2002
石川晴子「第 2章 占領下の翻訳絵本一アメ
鳥越信編『はじめて学ぶ 日本の絵本史Ⅲ』

リカからの新しい絵本の波」

ミネルヴァ書房 (pp.36-57)

，
″
９
“ 2002

の新しさと時代による限界」

ミネルヴァ書房 (pp.81106)

近藤昭子「第 4章

越信編『はじめて学ぶ

(岩波の子どもの本)

日本の絵本史Ⅲ』

′鳥

23 2002
松居直「覚え書・絵本の翻訳出版」子どもの本。翻訳の歩み研究会編『子

どもの本・翻訳の歩み事典』柏書房 (pp.220-223)

24 2003

渡辺圭二「文献研究・近代日本の児童出版美術史 :9。 物語絵本の本格化と

現代への流れ」『メディアと児童文学 (研究=日本の児童文学 5)』 日本児童

文学学会編 東京書籍株式会社

25 2003 岩波書店「親から子へ、愛されて 50年 岩波の子どもの本」

26 2004 永田桂子『変貌する現代絵本の世界』高文堂出版社

日本絵本史における (岩波の子どもの本)の評価は、戦後絵本の幕開けを象徴する出

版であったというところで、ほぼ定着している。しかし (子 どもの本)での海外絵本の

翻訳手法については、功罪両面があるとされている。上記文献リス トから、〈子どもの本)

の評価として代表的な文献を挙げ、現代までの評価をまとめる。

(i)大藤幹夫「戦後の絵本の流れの中で」 (1968年 6月 )
昭和二十八年は、戦後の歴史で特筆すべき年でもある。『岩波子どもの本 (ママ)』

二十四冊が出版されたことである。 (中略)こ の外国の傑作絵本の紹介は、何より 〈見
る絵本)、 絵本は見るものだ、という絵中心の考え方をおおきくゆさぶつた。

(五 )鳥越信 「絵本随想」 (1968年 11月 )
岩波の絵本が果たした役害1は客観的にみても、大きかつた。その功績の第一は、絵

本のあり方を理くつでなく実物で示すことによって、従来の絵本観を根底からくつが

えしたということであり、功績の第二は、物語絵本のあり方を通して、日本の幼年童

話観に革命的な変化をもたらしたことだつた。しかし同時に、限界があつたことも否

定できない。その一つは、原作のレイアウトを破壊 したこと、もう一つは、日本の作

家・画家を育てることを殆ど考えなかつたこと、の二つである。

(面 )瀬田貞二「英米児童文学を日本はどうとりいれたか」46(1971年 )
二人年、岩波は「岩波子どもの本 (ママ)と よぶ絵本のシリーズをはじめたが、こ

のシリーズの訳出は、ほとんど石井、光吉の手でおこなわれ、なかで光吉訳『 ちびく

ろサンボ (ママ)』 の果たした役割は、すこぶる大きかつた。
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(市 )神宮輝夫「第二次世界大戦後の作品」Ⅱ「絵本」47(1974年 )
一般に第二次世界大戦後の絵本は、昭和三八年の「岩波の子どもの本」の発刊以後

とされている。これはだれしも一致して認めるところだが、 (中略)最大の長所は石版
印刷によつて色彩の効果的使用や絵と文の一体化が可能になり、絵本界に革命的変化

がおこった一九二〇年代から五〇年代までの、進歩のかなめとなつた作品を要領よく

収めているところにあった。

(v)神宮輝夫『児童文学の中の子ども』48(1974年 )
「岩波の子どもの本」の欠点は、本来が左びらきのヨーロッパものを右びらき縦組み

にしたこと、大小さまざまな絵本を画一的なユニフォーム型に押しこんでいた点であ

った。

(宙 )『月刊絵本』特集 「岩波の子どもの本」 (1974年 2月 )

(前)岡田純也「児童文化財」第 2節 「絵本」49(1975年 )
「岩波の子どもの本」シリーズは、 (中略)欧米の子どもたちに選びぬかれてきた名
作絵本を中心とし、同時に (中略)国産の絵本を含んだ組織的な出版であり、子ども
たちに愛される絵本のモデルともなつたのである。子どもの本の歴史を明治以来持ち

ながら、本格的に読者の子どもたちの喜びと理解を意識したのは、この絵本シリーズ

が初めてであった。常に表現者・作家の側から子どもの本を考えてきた伝統的な姿勢

が、ここで鮮やかに問いなおされたのである。

(価)本田和子「絵本」『 日本児童文学概論』
50(1976年

)

第二次世界大戦後の歩みは、一九五三年『岩波子どもの本 (ママ)』 の発刊をもつて

始まるとされる。このシリーズには、一九二〇年代から五〇年代までの、アメリカの

絵本界を代表される作品が網羅されていた。これら先進的な絵本の紹介は、伝統的な

絵本観をゆさぶる力をもつた。絵本とは、絵と文が一体化して独自の世界を表現する

もの、という認識も、この企てを通して培われてきたと言えよう。 (中略)中でも、関
係者たちの眼に新鮮に映じたのは、空間の使い方であつたという。従来の日本の絵本

は、「ベタ絵」と呼ばれた講談社絵本に代表されるように、画面全体を塗りつぶすのが

一般であつた。それに比して、これらの作家たちは何と大胆に白い画面を残し、しか

も、それらを巧みに活用していることだろう。また、見開きのページの使い方によつ

て、ダイナミックに展開する世界を表現している。絵本とは、単なる絵文字ではなく、

まさに画面全体が語るものなのだ。これらの絵本に接して、眼を洗われた感を抱いた

関係者たちは、少なくなかつたと言われる。

(破 )永田桂子『絵本観・玩具観の変遷』
m(1987年

)

絵本そのものが、はっきりと幼い子どものための本という認識にたつてつくられ、

出版されたのは「岩波の子どもの本」(一九五三年 (昭和二人)年創刊)であつた。 (中

略)こ の「岩波の子どもの本」は、絵本および児童文学関係者に多くの驚きと示唆を

与えた。たとえば、「講談社の絵本」によつて一つの型がつくりあげられていた絵本界

に新しい視覚表現の世界を提示したのである。それは、それまでのように絵と文章と
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が一画面の中に刷 りこまれていた処理とはまったく異なり、絵と文章とをそれぞれ分

離するレイアウトと、しかも、物語にそつて流れるように展開する絵によつて、絵本

そのものの構成上での計算を、当時としては新鮮に映しだした。

(x)鳥越信『絵本の歴史をつくつた 20人』
52(1993年

)

今となつてみれば、この絵本シリーズの功罪ははつきりしている。まず功として考

えられることは、ベッタリ絵本だけでなく、自の部分を生かした絵本もあるのだ、と

いうことを実物で示した点。次にや り方は決定的にまちがっていたけれども、海外の

すぐれた絵本の存在を紹介した点。 (中略)そ して最後に、罪も含めて絵本のあり方を

考える、という新しい絵本観の確立とそれにともなう絵本の創造の機運を作りだす契

機となった点、などがあげられるだろう。一方、罪の方はすでに述べた通り、原書の

サイズを無視して、一定のユニフォームを着せてしまった点、左開き横組みのレイア

ウトを右開き縦組みに変えてしまい、そのさい逆版にしてしまった点、の二点に尽き

るだろう。要するに原書のよさを目茶苦茶にこわしてしまつたわけで、いわば絵本の

生命 ともいうべきものを殺してしまつたのだから、今考えると背すじが寒くなつてく

る。

(xi)西 田良子「絵本」『 日本児童文学大事典 第 2巻』
53(1993年

)

五三年には「岩波の子どもの本」シリーズの出版が始まり、明るくたのしい外国の

絵本がつぎつぎと紹介されて、日本人の絵本観が大きく変わつていつた。 (中略)子 ど

もの本に必要なものは教訓や知識ではなく、わかりやすい表現と明るい内容や魅力的

な絵であることを、作品を通して教示したことは、大きな功績だつたといえる。こう

した絵本観は五六年にスター トした福音館書店の 「こどものとも」によつて、さらに

強調され広められていつた。

(x五 )三宅興子「外国絵本の受容J『 日本における子ども絵本成立史』 (1997年 )
1953年に、岩波書店より、絵本のシリーズ「岩波の子どもの本」が発刊され、本格

的な外国絵本の受容の時代が始まった。 (中略)こ のシリーズは、普及という点では、
いわゆる知的階層にとどまつたものの、人気のあるものは、現在も版を重ねており、

絵本が消耗品でなく、読みつがれていくものであることを証明している。

(x⊥ )近藤昭子「(岩波の子どもの本〉の新しさと限界」『 はじめて学ぶ日本の絵本史
Ⅲ』
54(2002年

)

原著の絵本を造形芸術として見る視点が重視されなかったことや、原著のもつ力や

生命を生かしきれなかったことは、時代の限界であつたといえる。 (中略)今まで述ベ

たような欠点をもちながらも、日本の子どもの絵本や絵物語に与えた影響は大きく、

その意義は次のように要約できる。
。大人たちが子どもたちの反応から絵本に大切な要素を学ぶようになる。

・絵本も時代のイデオロギーや差別意識を反映し、思想も内包するという認識が生ま

れる。
。絵本にも思想を盛ることができることの驚きと感動から絵本づくりをはじめた編集

者が誕生する。
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0絵本は、子どもから大人までの心の解放し絵本は楽しいという認識を深める。

・絵物語の作品にテーマの斬新性と長編物語の導入が行われる。

(中略)

これらのことをまとめていうと当時の日本の子どもの絵本や絵物語における新しさと

してとらえることができ、その後の日本の絵本や絵物語全体を大きく変える力となっ

ていく。

(x市 )鳥越信 「序章―仙花紙時代の絵本」『 はじめて学ぶ日本の絵本史Ⅲ』 (2002年 )
これらの発言で共通しているのは、この絵本シリーズの刊行が従来の絵本観を根底

からくつがえすほどの画期的な事件であり、戦後の絵本史はここから始まったという

認識である。

以上のように、時系列に沿つて 〈岩波の子どもの本)の評価に関して検討をおこなっ

た。その結果をまとめると、⑭文献で鳥越が指摘するように「この絵本シリーズの刊行

が従来の絵本観を根底からくつがえすほどの画期的な事件であり、戦後の絵本史はここ

から始まったという認識」が、おおむね共通しているといえる。

絵本というと低俗なイメージがつきまとい、 (講談社の絵本)が思い浮かぶような時代
にあつて、絵本界の最先端をゆくアメリカ絵本の紹介は斬新であったに違いない。 (岩波

の子どもの本)は、戦後における日本絵本史のエポックメイキングである。
(岩波の子どもの本)の功績を認識しつつ、忘れてはならないのが負の評価である。
筆者が注目するのは、この負の評価である。歴史の記述において、現象の負の部分、負

の側面を徹底的に検証することは必要不可欠である。また負の側面を羅列することばか

りでなく、そこから何を教訓として学ぶのかという問題意識が必要である。

(岩波の子どもの本)にいち早く負の評価を下したのは、編集の当事者であった児童
文学史家の鳥越である。1968年 (②文献)の時点で「その功績の第一は、絵本のあり方
を理くつでなく実物で示すことによって、従来の絵本観を根底からくつがえしたという

ことであり、功績の第二は、物語絵本のあり方を通して、日本の幼年童話観に革命的な

変化をもたらしたこと」と (岩波の子どもの本)の大きな功績を認めつつ、「しかし同時
に、限界があつたことも否定できない。その一つは、原作のレイアウトを破壊したこと、

もう一つは、日本の作家・画家を育てることを殆ど考えなかつたこと、の二つである」

と述べ、“左開き横組み"原書を “右開き縦組み"に翻訳する際に、再構成したことを「原

作のレイアウトを破壊」したことを否定している。②文献において、レイアウトの改変

に関しては「その後、福音館書店の絵本活動によつて、ほとんど克服された」と述べた

うえで、大きな反省を含めて 「さらにいえば、岩波書店の歴史的役割は今や完全に終わ

った、そしてそれにつづく福音館書店の歴史的役割も終わりつつある、というふうにい

つてもいいのだろうと思う」と述べた。しかし 1968年の時点でのこの発言は歴史的総括

をするにはいささか早すぎ、この発言をめぐっては物議を醸したことが他文献からも明

らかとなつた。

その後、1974年の⑤神宮は「「岩波の子どもの本」の欠点は、本来が左びらきのヨーロ

ッパものを右びらき縦組みにしたこと、大小さまざまな絵本を画一的なユニフォーム型

に押しこんでいた点」、2002年の⑬近藤は「原著の絵本を造形芸術として見る視点が重視

されなかつたことや、原著のもつ力や生命を生かしきれなかったことは、時代の限界で
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あったといえる」と論じて、負の評価を引き継いでいる。

1993年の⑩鳥越に至つて、「まず功として考えられることは、ベッタリ絵本だけでなく、

自の部分を生かした絵本もあるのだ、ということを実物で示した点。次にや り方は決定

的にまちがっていたけれども、海外のすぐれた絵本の存在を紹介した点。 (中略)そ して

最後に、罪も含めて絵本のあり方を考える、という新しい絵本観の確立とそれにともな

う絵本の創造の機運を作りだす契機となつた点、などがあげられるだろう。一方、罪の

方はすでに述べた通り、原書のサイズを無視して、一定のユニフォームを着せてしまっ

た点、左開き横組みのレイアウトを右開き縦組みに変えてしまい、そのさい逆版にして

しまった点、の二点に尽きるだろう。要するに原書のよさを目茶苦茶にこわしてしまつ

たわけで、いわば絵本の生命ともいうべきものを殺してしまった」と、〈岩波の子どもの

本)干J行から40年を経た時点で、1968年と同じく自己批判も含めて、功罪両面からの歴

史的総括が行われている。しかし鳥越は折に触れて、あくまでも自分が当事者であり、「歴

史の整理は当事者がする仕事ではなく、後世の史家たちにゆだねるべき性質のことであ

る」と述べている
55。

では次にこれらの歴史的評価の変遷をふまえ、〈岩波の子どもの本)の現代的評価を探
つてみる。

⑦  〈岩波の子どもの本)の現代的評価
この絵本シリーズの出版を功と罪ふたつの側面から評価するところから、新たな知見

が得られるであろう。〈岩波の子どもの本)の現代的評価を、筆者の視点から以下 10項

目にまとめた。

1.世界で最も発展を遂げていたアメリカ絵本を中心に、海外絵本を紹介した。

2.廉価で絵本を普及させた。

3.左開き横組みを右開き縦組みに組み直すことによつて、原書のレイアウトを改変

する翻訳方法を採つた。

4.大小さまざまな原書の判型を、菊判変形という一定の判型に画一化した。

5.教訓や教育性を脱した絵本の物語のおもしろさを示した。

6.絵本には、絵と言葉が一体となつて展開する表現力が必要だということを示した。

7.絵本の絵における画面構成の新しさを示した。 (余白。色彩など)

8。 子どもが耳から聞いてわかる言葉、リズムの重要性を示した。 (訳文)

9。 戦後まもない時期に、子どもたちに異文化理解をうながした。

10。 後続の出版社や作家 。画家の絵本づくりに刺激と希望とを与えた。

1960年代から70年代までの日本の絵本文化の隆盛期を支えた福音館書店の松居直、至

光社の武市八十雄、こぐま社の佐藤英和も 1971年 8月 「戦後絵本の発展」座談会で、〈岩

波の子どもの本)に絵本出版を大きく触発されたと語つている 。松居は自分の絵本開眼
の第一歩は (岩波子どもの本)と の出会いだつたと述べたうえで、「当時、一般的には絵

本は、本というよりも子どものおもちやのやや高級なものといった受けとめ方がされが

ちでした。ところが「岩波子どもの本」で紹介された海外の絵本は、まつたく異なつた

印象を与え、その原書を取り寄せて見ると、まさに文化財としての「絵本」の姿が示さ

れていました」
56と
語る。『 ちびくろ・さんぼ』『ちいさいおうち』や『ひとまねこざる』
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シリーズに代表される海外の明るく楽しい絵本との出会いによつて、有形無形の影響を

受けた絵本の作家 。画家は数えきれない。

子どもの絵本にとつて不可欠なものは、理解しやすい表現と明るい内容や魅力的な絵

であることをはつきりと明示したことは、今なお日本の翻訳絵本出版の源流となつてい

る。「この絵本シリーズの刊行が従来の絵本観を根底からくつがえすほどの画期的な事件

であり、戦後の絵本史はここから始まった」
57と ぃぅ表現が、その存在の大きさを語り尽

くしている。

③  (岩波の子どもの本)出版における光吉の役割
〈岩波の子どもの本)には、海外絵本の翻訳方法に決定的な誤 りがあつたことも事実
である。その決定的な誤 りとは原書のレイアウトを改変したことである。この時点での

絵本翻訳の前例は、筑摩書房の『花と牛』『フタゴノ象ノ子』という光吉の試みしかない

状況であつた。つまり絵本翻訳は、石井 0光吉両氏の翻訳家の編集方針と感性に委ねら

れていた。絵本翻訳の経験をもつ光吉がリー ドして、レイアウトの改変を進めたであろ

う。先にも引用したが、「右開き、タテ組に編集し直すのについては、別段、大きな無理

はともなわなかつた。 (中略)私はやはり、右開き、タテ組に再編集して、子どもたちに

読みやすいかたちで提供するほうが親切だと思つている」と述べていることからも明ら

かである。

原書の作品世界を確固として守りつつ、しかも別の文化に移植すること、別の言語に

置き換えることは、多様な文化と現状の把握、さらに先見性を要求される作業である。(岩

波の子どもの本)の時代性が想像できると同時に、絵本翻訳のむずかしさを想像できる。

ここでおこなわれた試行錯誤の絵本翻訳が、今なお翻訳絵本を問う原点となつているこ

とを確認できる。

(岩波の子どもの本)の翻訳絵本によって、絵本の絵の表現力、文章との密接な関係
性、つまり絵本の芸術性が議論される契機をつくった。 (岩波の子どもの本)の絵本翻訳
でのレイアウトの改変という反面教師が、福音館書店の原書主義に則つた 〈世界傑作絵

本シリーズ)の産出を後押しした。光吉らが試行錯誤を重ねながら海外絵本の翻訳に取
り組んだ足跡は、まさに「絵本とは何か」を問う歩みだつたといえる。絵本というもの

の在 り方を考える問題意識を喚起した点において、(岩波の子どもの本)出版の意義が認

められる。時代の限界のなかで多くの問題点も残したが、すぐれた絵本を日本の子ども

たちに手渡すためにとの願いが込められた (岩波の子どもの本)は、画期的な試みであ
り、現代の絵本を考えるうえでも学ぶところが大きい。

⑨  第Ⅱ期業績のまとめ
第Ⅱ期の光吉は、岩波書店での仕事を中心に、絵本のみならず、全集出版時代を迎え

た児童書の特に翻訳部門で活躍した。戦後しばらく、日本の創作児童文学が不振・停滞

に陥つていた時期、1950年に始まる 〈岩波少年文庫)、 1953年の 〈岩波の子どもの本〉

などをはじめとして、光吉は海外児童文学を翻訳・紹介していった。1950年から 10年間

ほどの間に、海外児童文学・絵本の翻訳ブームが起こる。各出版社の企画した翻訳シリ

ーズ 。全集などで、光吉はその力を余すところなく発揮した。
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8

9

10

1 石井桃子 。いぬいとみこ・鈴木晋一 。瀬田貞二・松居直・渡辺茂男『子どもと文学』中央
4ヽ記aたL 19604「  (pp.170-174)

『ちびくろ。さんぼ』フランク・ ドビアス作 光吉夏弥訳 瑞雲社 2004年
『ちびくろさんぼのおはなし』ヘレン・バンナーマン作 瀬本昌久訳 径書房 1999年
『ちびくろサンボ』ヘレン・バンナーマン作 フランク・ドビアス絵 径書房編集部訳 径
書房 2008年
光吉夏弥「岩波の子どもの本 (二)―その発行のころのことども一」『月刊絵本』すば
る書房盛光社 1973年 6月 (p.115)
「岩波書店『ちびくろ。さんぼ』手直し」径書房編『『ちびくろ・さんぼ』絶版を考える』

1990年 (p.54)

タイポグラフィ (typography)(印 刷術の意)活字の大きさ。書体・配置など、印刷上の紙
面構成や表現。活字 (あるいは一定の文字の形状を複製し反復使用して印刷するための媒

体)を用い、それを適切に配列することで、印刷物における文字の体裁を整える技芸であ
る。タイポグラフィの領域はその周縁においては、木版を用いて文字を印刷する整版、見

出し用途のための木活字の使用、やはり木活字を使用する古活字版、さらにはレタリング

やカリグラフィ、東アジアの書芸術と、技術的内容においても審美的様式においても、深

く連関する。
2002年 9月 、筆者が岩波書店児童書出版部の編集者若月万里子氏から聞いた話による。

前掲書 6(p.114)

近藤昭子 「4章 〈岩波の子どもの本)の新しさと時代による限界」鳥越信編『はじめ
て学ぶ日本の絵本史Ⅲ』ミネルヴァ書房 2002年 (pp。 90-91)
1l H.A.レイ作 光吉夏弥訳『きりんのセシリーと9ひきのさるたち』メルヘン社 1981年
12 L.H.ス ミス 著 石井桃子 。瀬田貞二・渡辺茂男訳『児童文学論』岩波書店 1964年
B 前掲書 13(pp.230-232)
14 前掲書 13(pp.232-233)
晰 鳥越信 「序―絵本を考える」『絵本の歴史をつくつた 20人』創元社 1993年 (p.H)
16「ぺ_ジ割り」とは出版用語で、文章の文字列配置やイラス トの配置、大きさなどを
編集するときの、ページごとに割付ける方法をいう。
r 前掲書 16(p.10)
18 前掲書 6(pp.114-H5)
19 竹内美紀「連載 子どもの本の編集者に聞く 第 1回 元岩波書店編集部・鳥越信氏イン
タビュー」『絵本ブックエンド2010』 絵本学会 2010(pp.148154)
20ぃぬいとみこ「「岩波の子どもの本」こばればなし」『月刊絵本』「特集 岩波の子どもの本」
盛光社 1974年 2月 (pp.2126)
21 1BBY(International Board on Books for Young People)国 際児童図書評議会。1953

年にスイスのチューリッヒで設立。現在本部をスイスのバーゼルに置いて活動している。
「子供の本の国際連合」ともいうべき組織で、国際 PEN(ペ ン)、 YMCA世界同盟などの国際
組織同様、ユネスコのカテゴリーB(情報、協議関係)の協力機関として重要な役割を果た
している。隔年の国際大会、国際アンデルセン賞の選考・授与、機関誌『ブックバード』
の発行などがおもな行事である。日本は理事国の一つであり、日本支部はJBBY(Japanese
Board on Books for Young People)。
22 ィェラ 。レップマン「国際児童図書展 クリスマスの三つの贈 りもの」イエラ・ レップマ
ン著 森本真実訳『子どもの本は世界の架け橋』こぐま社 2002年 (pp.106-110)
23 尾崎宏次「光吉さんは先駆者だつた」河田篤子編『光吉夏弥文庫目録』国立音楽大学附属

図書館 1993年 (p.宙 )
24 メディア・ミックスとは、新聞・雑誌 。テレビなど複数のメディアを効果的に組み合わせ

て広告活動を行うこと。また、複数のメディアを通じて商品展開を行うこと (広辞苑第六

版)。 その原義が転じて、現在では特定の娯楽作品が一定の経済効果を持った時、その作品
の副次的作品を幾種類かの娯楽メディアを通して多数製作することでファンサービスと商

- 176 -



品販促を拡充するという手法のことを指す。
25 石井桃子/編集部「石井桃子氏にきく「岩波の子どもの本」の頃」『月刊絵本』盛光社 1974
年 2月 (p.29) 「日本では安くすることが大勢の人に普及することになるので、安くす
ることを真会1に考えました。」とある。
26 前掲書 6(p.115)
27 2010年 8月 5日 に筆者が神宮氏にインタビューした際に、うかがつたエピソー ドである。
28『生活美術』「絵本の世界」第 3巻第 9号 絵本特集 アトリエ社 1943年 9月
29 前掲書 25(p.27)「少年文庫は戦争中から企画があり、宝島やその他いくつか原稿はでき
ていたんですよ。終戦後それを続けようということになり、時勢も変わり、人も変わり、

再出発ということで、『クマのプーさん』で関係のあつた私にお話があつたんです。」
30 松居直「覚え書・絵本の翻訳出版」子どもの本・翻訳の歩み研究会編『子どもの本・翻訳
の歩み事典』柏書房 2002年 (pp。222)
31『月刊絵本』すばる書房盛光社 1973年 5月 (pp.80・ 84)
32『月刊絵本』すばる書房盛光社 1973年 6月 (pp.112‐ 115)
33『月刊絵本』盛光社 1974年 2月 (pp.27‐ 31)
34(岩波の子どもの本〉の編集スタッフは、第 1回配本当初は石井桃子、光吉夏弥、いぬい
とみこ、堀場美代子、内藤佼子であつた。第 2回配本から、鳥越信、平田敏子が加わつた。
近藤によると、石井、光吉のほかに「いぬいとみこ、鳥越信、堀場美代子、内藤俊子、平

田敏子、岩崎勝海が第 1期配本の二四冊に加わっている」とある。 (前掲書 10)
35『月刊絵本』盛光社 (pp。 14‐39)1974年 2月 (pp。21‐26)
36『別冊太陽45 絵本』平凡社 1984年 Op。 127‐ 132)
37 ぃぬいとみこ「海外の絵本に魅せられて」『別冊太陽45 絵本』平凡社 1984年 (p.127)
38『学燈』メL善  1968年 11月  (pp.35‐ 38)
39 鳥越信編『絵本の歴史をつくつた20人』創元社 1993年 いp.6‐ 18)
40 伊藤元雄編『日本の絵本 100年展』ブック・グローブ社 2000年 (pp.6‐ 8)
41 鳥越信編『はじめて学ぶ 日本の絵本 I』鳥越信編 ミネルヴァ書房 2001年 (pp.1‐ 13)
42 鳥越信編『はじめて学ぶ 日本の絵本史Ⅱ』ミネルヴァ書房 2002年 (pp。 1‐ 11)
43 鳥越信編『はじめて学ぶ 日本の絵本史Ⅲ』ミネルヴァ書房 2002年 (pp.1‐ 13)
44 前掲書 16(pp.8-10)
45 前掲書 16(p.10)
46 瀬田貞二・猪熊葉子・神官輝夫『英米児童文学史』研究社出版 1971年
47 猪熊葉子他編『講座日本児童文学 5 現代児童文学史』
48 神官輝夫『児童文学の中の子ども』日本放送出版協会 1974年
49 滑り|1道夫他編『児童文化』東京書籍 1975年
50 日本児童文学学会編『 日本児童文学概論』東京書籍株式会社 (pp.126-127)
駐 永田桂子『玩具観・絵本観の変遷』高文堂出版社 1987年
52 前掲書 16(pp.6-18)
53『 日本児童文学大事典 第二巻』大阪国際児童文学館編 大日本図書 (pp.327-329)
54 前掲書 11(p。 99-101)
55 鳥越信「序章 仙花紙絵本の時代―一九五四～五〇年」鳥越信編『はじめて学ぶ 日本の
絵本史Ⅲ』ミネルヴァ書房 2002年 は11)
56 松居直『NHK人間講座 絵本のよろこび』日本放送出版協会 2002年
57 前掲書 55 (p。 10)

- 177 -




